
年間収支５００万円の家計に置き換えてみると…

項　目 内　容 金　額

総務費 地域情報化基盤整備事業や地
域コミュニティに 67,978円

民生費 高齢者や子ども、障がい者の福祉に 109,793円
衛生費 健康で衛生的な生活環境の推進に 39,888円
農林水産業費 農業や林業の振興に 18,724円
土木費 道路や公園などの公共施設の整備に 34,071円
消防費 消防団の運営、災害対策に 18,036円

教育費 学校教育の充実、文化・スポー
ツの振興に 37,064円

公債費 市が借りたお金の返済に 45,655円
その他 商工業の振興、議会の運営経費など 12,724円
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一 般 会 計特 別 会 計 市の基本となる会計市が特定の事業を行うための会計

歳入決算額　３６８億９，６５５万円

歳出決算額　３５７億６，４８８万円

預金
（積立金）
12万円

預金
（積立金）
12万円

預金
（積立金）
12万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
82万円

食費
（人件費）
82万円

食費
（人件費）
82万円

預金
（積立金）
12万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
82万円

支出

市債
41億5,289万円

11%

地方交付税
82億3,598万円

22%

国庫支出金
31億8,224万円

9%

県支出金
23億1,205万円

6%

県支出金
23億1,205万円

6%

県支出金
23億1,205万円

6%

地方譲与税等
19億3,490万円

6%

市税
135億3,902万円

37%

その他
35億3,947万円

9%
市債

41億5,289万円
11%

地方交付税
82億3,598万円

22%

国庫支出金
31億8,224万円

9%

県支出金
23億1,205万円

6%

地方譲与税等
19億3,490万円

6%

市税
135億3,902万円

37%

その他
35億3,947万円

9%

その他
11億8529万円

3%

その他
11億8529万円

3%

その他
11億8529万円

3% 総務費
63億3,239万円

18%

総務費
63億3,239万円

18%

総務費
63億3,239万円

18%

民生費
102億2,766万円

28%

民生費
102億2,766万円

28%

民生費
102億2,766万円

28%
衛生費

37億1,571万円
10%

衛生費
37億1,571万円

10%

衛生費
37億1,571万円

10%農林水産業費
17億4,422万円

5%

農林水産業費
17億4,422万円

5%

農林水産業費
17億4,422万円

5%

土木費
31億7,387万円

9%

土木費
31億7,387万円

9%

土木費
31億7,387万円

9%

教育費
34億5,266万円

10%

教育費
34億5,266万円

10%

教育費
34億5,266万円

10%
消防費

16億8,014万円
5%

消防費
16億8,014万円

5%

消防費
16億8,014万円

5%

公債費
42億5,294万円

12%

公債費
42億5,294万円

12%

公債費
42億5,294万円

12%

その他
11億8529万円

3% 総務費
63億3,239万円

18%

民生費
102億2,766万円

28%
衛生費

37億1,571万円
10%農林水産業費

17億4,422万円
5%

土木費
31億7,387万円

9%

教育費
34億5,266万円

10%
消防費

16億8,014万円
5%

公債費
42億5,294万円

12%

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

財布残金
（繰越金）
14万円

財布残金
（繰越金）
14万円

財布残金
（繰越金）
14万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

財布残金
（繰越金）
14万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

収入

　食費や光熱水費はできるだけ節約して、
医療費や教育費のほか家の増改築や預金な
ど家族の生活や将来にとって必要な経費な
どに大きく割いています。

　１年間の収入では、給料（２94万円）が全
体の５９％を占めています。そのほか親から
の仕送り（１01万円）や金融機関からの借り
入れ（５６万円）などでやりくりしています。

介護保険や後期高齢者医療、生活扶助、保育園費な
どの民生費の支出が一番多くなっています。

市民１人あたりの市税負担額

市民１人あたりに支出したお金

46,107円

383,933円

※市税（個人市民税）の収入（42億9,503万円）を
平成26年3月31日現在の人口（9３,１５４人）で
割って計算しました。

■　自主財源　　１７０億７，８４９万円　　４６％
■　依存財源　　１９８億１，８０６万円　　５４％

※その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、
寄附金など

※その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費
の合計

歳入決算額 歳出決算額
25年度
Ａ

24年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

25年度
Ａ

24年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

特
別
会
計

国民健康保険 96億3,184万円 92億9,860万円 104 86億6,607万円 83億9,902万円 103
後期高齢者医療 16億8,397万円 16億5,118万円 102 16億7,037万円 16億2,027万円 103
介護保険 56億1,529万円 53億8,883万円 104 55億   978万円 53億2,539万円 103
公共下水道事業 33億4,590万円 30億2,363万円 111 32億8,019万円 29億7,114万円 110
農業集落排水事業 7億6,279万円 9億7,839万円 78 7億4,016万円 9億6,710万円 77
土地取得事業 613万円 588万円 104 410万円 446万円 92
野洲川基幹水利施設管理事業 1,990万円 2,044万円 97 1,989万円 2,043万円 97
鉄道経営安定対策基金 − 3億1,126万円 皆減 − 3億1,127万円 皆減
鉄道施設整備基金 − 2億8,007万円 皆減 − 2億8,007万円 皆減
浄化槽管理事業 2億5,580万円 2億9,349万円 87 2億2,327万円 2億1,498万円 104

小　 　計 213億2,162万円 212億5,177万円 100 201億1,383万円 201億1,413万円 100

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 7億9,992万円 7億5,542万円 106 8億3,092万円 8億3,626万円 99
資本的収支 2,984万円 3,000万円 99 5,567万円 7,155万円 78

水道事業
収益的収支 27億8,920万円 28億7,029万円 97 25億1,308万円 25億5,608万円 98
資本的収支 6億9,226万円 5億2,800万円 131 13億6,262万円 13億3,967万円 102

診療所事業
収益的収支 2億1,876万円 2億   412万円 107 1億9,900万円 1億9,477万円 102
資本的収支 0 326万円 皆減 548万円 871万円 63

介護老人
保健施設事業

収益的収支 3億1,602万円 3億   777万円 103 2億9,119万円 2億9,618万円 98
資本的収支 0 0 - 119万円 0 皆増

小　 　計 48億4,600万円 46億9,886万円 103 52億5,915万円 53億   322万円 99
合　　　　計 261億6,762万円 259億5,063万円 101 253億7,298万円 254億1,735万円 100

※鉄道経営安定対策基金特別会計と鉄道施設整備基金特別会計については、一般会計で新たに甲賀市鉄道施設基金を設置したため、
平成２４年度で廃止しました。

誰もが「倖
しあわ

せ」を実感できる理想郷へ
� 甲賀市長　中嶋武嗣
　平成２５年度は、市民の皆様に生涯を通じて生活に幸せを感じていただける
「生活感幸」予算と位置づけ、安心安全や子育て、福祉、雇用拡大など４つの
重点テーマを設け、住みやすいまちづくりに取り組みました。
　また、平成２５年９月の台風第１８号による記録的な大雨で被害を受けた道路
や河川、信楽高原鐵道の復旧にもスピード感を持って対応しました。
　その結果、一般会計の決算額としては２年連続して３５０億円を超える規模となりましたが、市債（市の
借入金）は返す以上に借りないことと併せ、コスト意識の徹底を基本姿勢にし、各種の財政指標は着実に
健全化の方向へ向けることができています。
　将来への負担をできるだけ軽くさせながら、私たちの故郷甲賀市が発展を続けていけるよう独自の施策も
含め、さらなる創意と工夫が求められます。本格的な少子高齢、人口減少の時代を迎えています。また、
回復軌道に乗りきれない景気のなかで、行政の課題は制度の変更に加え、ますます複雑で多様化しています。
　皆様からお預かりした貴重な税を１円たりとも無駄にせず、市民生活の理想の姿である「生まれてよし」
「生きてきてよし」「住んでよし」の実現をめざした施策の展開にしっかり取り組み、誰もが「倖せ」を
実感できる理想郷に近づけるよう全力を傾けてまいります。

2平成 26年 10月15日3 平成 26年 10月15日


